
















　　　修二の卒業アルバム







「映画、面白かったね！」

「そうだね。俺、感動しちゃったよ」

　夏休みの夕方。

　パンケーキ屋さんで俺は許嫁のみらんと、映画館で観た作品の話をしていた。

　今日はみらんが選んだ映画を観たわけだが──陰キャオタクの俺と感性が真逆なギャルが選んだ映画はラブロマンス系だった。ちゃんと話に付いていけるか不安だったが、始まってみると、想像より軽快なストーリーで話もわかりやすく、気付けば作品にのめり込んでいた。

　俺一人だけだったら絶対に触れることのなかった作品なだけに感慨も深い。

　パンケーキを食べながらみらんと作品の話を熱々としていた俺は、ふと──自分の鞄の重さを気付いて手を叩いた。

「あ、そうそう、忘れてた……」

「どうしたの？」

　首を傾げるみらんに、俺は少し照れながら鞄からある本を取り出す。

　テーブルに置いたその本に、許嫁のギャルは目を丸くした。

「これって、修二の卒業アルバム⁉」

「う、うん……」

　俺が持って来たのは、中学の卒業アルバムだった。

「重いのに、わざわざ持ってきてくれたの⁉」

「まあ……この前に見せるって約束したし……」

　先日、みらんの家にお邪魔した時──みらんの中学の卒業アルバムを見せてもらった。その時に、俺のも今度見せると約束したのだ。

　ギャルの卒業アルバムと比べると、俺の卒業アルバムは本当に情報量が少ない。

　時間を置きすぎるとハードルが上がってがっかりされる可能性が上がると感じて、さっさと見せてしまおうと今日持って来たのだった。

「ねぇ、見てもいい？」

　目を輝かせるみらんが訊ねてくる。

「あまり期待しないでね……」

　そう前置きをして頷くと、みらんはウキウキとした様子で卒業アルバムを開き始めた。

　自分の卒業アルバムを見られるのは、恥ずかしいような、こそばゆいような気がして……俺は目を逸らして天井を見上げる。

「修二、可愛いぃ！」

　そうしていると、許嫁のそんな黄色い声が上がって俺は耳を疑った。可愛いなんて言われたことはないし……そもそもなんの写真だろう？　と見ると、クラスの個別の写真のページだった。

「可愛い……？　全然、今と変わらないと思うけど……？」

「顔に幼さがあって、めっちゃ可愛いよ！」

「そ、そうかな……」

「この写真、スマホで撮ってもいい？」

「ま、まあ……別にいいけど」

　許嫁は、俺の昔の写真をスマホで撮ると、画面を見つめてニコニコしていた。

「これ待ち受け画像にしちゃおう♪」

「そ、それは、恥ずかしいからやめて……！」

「はーい」

　がっかりしながら返事をする許嫁のギャルは、卒業アルバムをめくり学校のイベント写真を見つめる。『ウォ○リーを探せ』状態と化している昔の俺を、みらんはすぐに見つけては顔を輝かせていた。

「中学生の頃の修二が見られて、嬉しい！」

　今まで自分にとっては、ほとんど価値を感じなかった卒業アルバムだったけれど……。

　目の前で喜ぶ許嫁の姿を見て──初めて価値を感じた瞬間だった。
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